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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月5日(2014.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも９０°の水との動的接触角を有する非湿潤性表面と、前記表面から非対称的
に反跳する衝突する滴とを備える物品であって、前記表面は、前記表面上への前記滴の衝
突によって生成される液体膜の中に、制御された非対称性を誘発するように構成される、
マクロスケール特徴でパターン化され、それによって、前記滴と前記表面との間の接触時
間を短縮させる、物品。
【請求項２】
　前記非湿潤性表面は、超疎水性、超疎油性、または超疎金属性である、請求項１に記載
の物品。
【請求項３】
　前記表面は、非湿潤性材料を含み、そして／または
　前記表面は、非湿潤性特徴を備え、または
　前記表面は、非湿潤性特徴を備え、前記非湿潤性特徴は、ナノスケール孔である、
請求項１または２に記載の物品。
【請求項４】
　前記表面は、そのライデンフロスト温度を超えて加熱される、請求項１～３のいずれか
一項に記載の物品。
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【請求項５】
　前記マクロスケール特徴は、
　ａ）高さＡｒおよび間隔λｒを有する隆起を備え、Ａｒ／ｈは、０．０１よりも大きく
、λｒ／Ａｒは、１以上であり、ここで、ｈは、前記表面上への滴衝突時のラメラ厚であ
り；
　ｂ）高さＡｒおよび間隔λｒを有する隆起を備え、Ａｒ／ｈは、０．０１～１００であ
り、λｒ／Ａｒは、１以上であり、ここで、ｈは、前記表面上への滴衝突時のラメラ厚で
あり；または
　ｃ）高さＡｒおよび間隔λｒを有する隆起を備え、Ａｒ／ｈは、０．１～１０であり、
λｒ／Ａｒは、１以上であり、ここで、ｈは、前記表面上への滴衝突時のラメラ厚である
、請求項１～４のいずれか一項に記載の物品。
【請求項６】
　前記物品は、
　ａ）風力タービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよび間隔λ

ｒを有する隆起を備え、０．０００１ｍｍ＜Ａｒおよびλｒ≧０．０００１ｍｍであり；
　ｂ）防雨用製品であり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよび間隔λｒを有する
隆起を備え、０．０００１ｍｍ＜Ａｒおよびλｒ≧０．０００１ｍｍであり；
　ｃ）蒸気タービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよび間隔λ

ｒを有する隆起を備え、０．００００１ｍｍ＜Ａｒおよびλｒ＞０．０００１ｍｍであり
；
　ｄ）外装用航空機部品であり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよび間隔λｒを
有する隆起を備え、０．００００１ｍｍ＜Ａｒおよびλｒ＞０．０００１ｍｍであり；ま
たは
　ｅ）ガスタービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよび間隔λ

ｒを有する隆起を備え、０．００００１ｍｍ＜Ａｒおよびλｒ＞０．０００１ｍｍである
、請求項１～５のいずれか一項に記載の物品。
【請求項７】
　前記マクロスケール特徴は、
　ａ）高さＡｐを有する突起を備え、それらの中心は、距離λｐで分割され、Ａｐ／ｈ＞
０．０１およびλｐ／Ａｐ≧２であり、ここで、ｈは、前記表面上への滴衝突時のラメラ
厚であり；
　ｂ）高さＡｐを有する突起を備え、それらの中心は、距離λｐで分割され、１００＞Ａ

ｐ／ｈ＞０．０１およびλｐ／Ａｐ≧２であり、ここで、ｈは、前記表面上への滴衝突時
のラメラ厚であり；または
　ｃ）高さＡｐを有する突起を備え、それらの中心は、距離λｐで分割され、１０＞Ａｐ

／ｈ＞０．１およびλｐ／Ａｐ≧２であり、ここで、ｈは、前記表面上への滴衝突時のラ
メラ厚である、請求項１～４のいずれか１項に記載の物品。
【請求項８】
　前記マクロスケール特徴は、半球状の突起である、請求項１～４または７のいずれか１
項に記載の物品。
【請求項９】
　前記物品は、
　ａ）風力タービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有する突起
を備え、それらの中心は、距離λｐで分割され、０．０００１ｍｍ＜Ａｐおよびλｐ≧０
．０００２ｍｍであり；
　ｂ）防雨用製品であり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有する突起を備え、そ
れらの中心は、距離λｐで分割され、０．０００１ｍｍ＜Ａｐおよびλｐ≧０．０００２
ｍｍであり；または
　ｃ）蒸気タービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有する突起
を備え、それらの中心は、距離λｐで分割され、０．００００１ｍｍ＜Ａｐおよびλｐ≧
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０．００００２ｍｍである、請求項１～４、７または８のいずれか１項に記載の物品。
【請求項１０】
　前記物品は、
　ａ）外装用航空機部品であり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有する突起を備
え、それらの中心は、距離λｐで分割され、０．００００１ｍｍ＜Ａｐおよびλｐ≧０．
００００２ｍｍであり；または
　ｂ）ガスタービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有する突起
を備え、それらの中心は、距離λｐで分割され、０．００００１ｍｍ＜Ａｐおよびλｐ≧
０．００００２ｍｍである、請求項１～４、７、８または９のいずれか１項に記載の物品
。
【請求項１１】
　前記マクロスケール特徴は、
　ａ）振幅Ａｃおよび周期λｃを有する正弦波プロファイルを含み、Ａｃ／ｈ＞０．０１
およびλｃ／Ａｃ≧２であり、ここで、ｈは、前記表面上への滴衝突時のラメラ厚であり
；
　ｂ）振幅Ａｃおよび周期λｃを有する正弦波プロファイルで構成され、１００＞Ａｃ／
ｈ＞０．０１および５００≧λｃ／Ａｃ≧２であり、ここで、ｈは、前記表面上への滴衝
突時のラメラ厚であり；または
　ｃ）振幅Ａｃおよび周期λｃを有する正弦波プロファイルで構成され、５０＞Ａｃ／ｈ
＞０．１および５００≧λｃ／Ａｃ≧２であり、ここで、ｈは、前記表面上への滴衝突時
のラメラ厚である、請求項１～４のいずれか１項に記載の物品。
【請求項１２】
　前記物品は、
　ａ）防雨用製品であり、前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよび周期λｃを有する
正弦波プロファイルを含み、０．０００１ｍｍ＜Ａｃおよびλｃ≧０．０００２ｍｍであ
り；
　ｂ）風力タービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよび周期λ

ｃを有する正弦波プロファイルで構成され、０．０００１ｍｍ＜Ａｃおよびλｃ≧０．０
００２ｍｍであり；
　ｃ）蒸気タービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよび周期λ

ｃを有する正弦波プロファイルで構成され、０．００００１ｍｍ＜Ａｃおよびλｃ≧０．
００００２ｍｍであり；
　ｄ）外装用航空機部品であり、前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよび周期λｃを
有する正弦波プロファイルで構成され、０．００００１ｍｍ＜Ａｃおよびλｃ≧０．００
００２ｍｍであり；または
　ｅ）ガスタービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよび周期λ

ｃを有する正弦波プロファイルで構成され、０．００００１ｍｍ＜Ａｃおよびλｃ≧０．
００００２ｍｍである、請求項１～４または１１のいずれか１項に記載の物品。
【請求項１３】
　前記表面は、アルカンを含み、そして／または
　前記表面は、フルオロポリマーを含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載の物品。
【請求項１４】
　前記表面は、
　ａ）テフロン（登録商標）、トリクロロ（１Ｈ，１Ｈ，２Ｈ，２Ｈ－パーフルオロオク
チル）シラン（ＴＣＳ）、オクタデシルトリクロロシラン（ＯＴＳ）、ヘプタデカフルオ
ロ－１，１，２，２－テトラヒドロデシルトリクロロシラン、フルオロＰＯＳＳ、セラミ
ック材料、ポリマー材料、フッ素化材料、金属間化合物、および複合材料から成る群から
選択される、少なくとも１つの部材を含み；そして／または
　ｂ）ポリマー材料を含み、前記ポリマー材料は、ポリテトラフルオロエチレン、フルオ
ロアクリレート、フルオロエウラタン（ｆｌｕｏｒｏｅｕｒａｔｈａｎｅ）、フルオロシ
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リコーン、フルオロシラン、改質カーボネート、クロロシラン、およびシリコーンのうち
の少なくとも１つを含み；そして／または
　ｃ）セラミック材料を含み、前記セラミック材料は、炭化チタン、窒化チタン、窒化ク
ロム、窒化ホウ素、炭化クロム、炭化モリブデン、炭窒化チタン、無電解ニッケル、窒化
ジルコニウム、フッ素化二酸化ケイ素、二酸化チタン、酸化タンタル、窒化タンタル、ダ
イヤモンド状炭素、およびフッ素化ダイヤモンド状炭素のうちの少なくとも１つを含み；
そして／または
　ｄ）金属間化合物を含み、前記金属間化合物は、ニッケルアルミナイドおよびチタンア
ルミナイドのうちの少なくとも１つを含む、請求項１～１３のいずれか１項に記載の物品
。
【請求項１５】
　前記物品は、コンデンサ、放射性物質を貯蔵するための滴遮蔽物、および／またはセル
フクリーニング太陽電池パネルである、請求項１～１４のいずれか１項に記載の物品。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　別の態様において、本発明は、少なくとも約９０°の動的接触角を有する非湿潤性表面
を備える噴霧化器に関し、該表面は、表面上への滴の衝突によって生成される液体膜の中
に、制御された非対称性を誘発するように構成される、マクロスケール特徴でパターン化
され、それによって、表面の滴の分裂を促進する。上の実施形態の要素の説明は、本発明
のこの態様にも適用することができる。ある実施形態において、非湿潤性表面は、超疎金
属性である。ある実施形態において、滴は、溶融金属を含む。
　本発明の好ましい実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　少なくとも約９０°の動的接触角を有する非湿潤性表面を備える物品であって、前記表
面は、前記表面上への滴の衝突によって生成される液体膜の中に、制御された非対称性を
誘発するように構成される、マクロスケール特徴でパターン化され、それによって、前記
滴と前記表面との間の接触時間を短縮させる、物品。
（項目２）
　前記非湿潤性表面は、超疎水性である、項目１に記載の物品。
（項目３）
　前記非湿潤性表面は、超疎油性である、項目１に記載の物品。
（項目４）
　前記非湿潤性表面は、超疎金属性である、項目１に記載の物品。
（項目５）
　前記表面は、非湿潤性材料を含む、項目１～４のいずれか１項に記載の物品。
（項目６）
　前記表面は、非湿潤性特徴を備える、項目１～５のいずれか１項に記載の物品。
（項目７）
　前記非湿潤性特徴は、ナノスケール孔である、項目６に記載の物品。
（項目８）
　前記表面は、そのライデンフロスト温度を超えて加熱される、先行する項目のいずれか
１項に記載の物品。
（項目９）
　前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよび間隔λｒを有する隆起を備え、Ａｒ／ｈは
、約０．０１よりも大きく、λｒ／Ａｒは、約１以上であり、ここで、ｈは、前記表面上
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への滴衝突時のラメラ厚である、先行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目１０）
　前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよび間隔λｒを有する隆起を備え、Ａｒ／ｈは
、約０．０１～約１００であり、λｒ／Ａｒは、約１以上であり、ここで、ｈは、前記表
面上への滴衝突時のラメラ厚である、先行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目１１）
　前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよび間隔λｒを有する隆起を備え、Ａｒ／ｈは
、約０．１～約１０であり、λｒ／Ａｒは、約１以上であり、ここで、ｈは、前記表面上
への滴衝突時のラメラ厚である、先行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目１２）
　前記物品は、風力タービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよ
び間隔λｒを有する隆起を備え、０．０００１ｍｍ＜Ａｒおよびλｒ≧０．０００１ｍｍ
である、先行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目１３）
　前記物品は、防雨用製品であり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよび間隔λｒ

を有する隆起を備え、０．０００１ｍｍ＜Ａｒおよびλｒ≧０．０００１ｍｍである、先
行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目１４）
　前記物品は、蒸気タービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよ
び間隔λｒを有する隆起を備え、０．００００１ｍｍ＜Ａｒおよびλｒ＞０．０００１ｍ
ｍである、先行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目１５）
　前記物品は、外装用航空機部品であり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよび間
隔λｒを有する隆起を備え、０．００００１ｍｍ＜Ａｒおよびλｒ＞０．０００１ｍｍで
ある、先行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目１６）
　前記物品は、ガスタービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｒおよ
び間隔λｒを有する隆起を備え、０．００００１ｍｍ＜Ａｒおよびλｒ＞０．０００１ｍ
ｍである、先行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目１７）
　前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有する突起を備え、それらの中心は、距離λｐ

で分割され、Ａｐ／ｈ＞０．０１およびλｐ／Ａｐ≧２であり、ここで、ｈは、前記表面
上への滴衝突時のラメラ厚である、項目１～８のいずれか１項に記載の物品。
（項目１８）
　前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有する突起を備え、それらの中心は、距離λｐ

で分割され、１００＞Ａｐ／ｈ＞０．０１およびλｐ／Ａｐ≧２であり、ここで、ｈは、
前記表面上への滴衝突時のラメラ厚である、項目１～８のいずれか１項に記載の物品。
（項目１９）
　前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有する突起を備え、それらの中心は、距離λｐ

で分割され、１０＞Ａｐ／ｈ＞０．１およびλｐ／Ａｐ≧２であり、ここで、ｈは、前記
表面上への滴衝突時のラメラ厚である、項目１～８のいずれか１項に記載の物品。
（項目２０）
　前記マクロスケール特徴は、半球状の突起である、項目１～８および１７～１９のいず
れか１項に記載の物品。
（項目２１）
　前記物品は、風力タービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有
する突起を備え、それらの中心は、距離λｐで分割され、０．０００１ｍｍ＜Ａｐおよび
λｐ≧０．０００２ｍｍである、項目１～８および１７～２０のいずれか１項に記載の物
品。
（項目２２）
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　前記物品は、防雨用製品であり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有する突起を
備え、それらの中心は、距離λｐで分割され、０．０００１ｍｍ＜Ａｐおよびλｐ≧０．
０００２ｍｍである、項目１～８および１７～２１のいずれか１項に記載の物品。
（項目２３）
　前記物品は、蒸気タービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有
する突起を備え、それらの中心は、距離λｐで分割され、０．００００１ｍｍ＜Ａｐおよ
びλｐ≧０．００００２ｍｍである、項目１～８および１７～２２のいずれか１項に記載
の物品。
（項目２４）
　前記物品は、外装用航空機部品であり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有する
突起を備え、それらの中心は、距離λｐで分割され、０．００００１ｍｍ＜Ａｐおよびλ

ｐ≧０．００００２ｍｍである、項目１～８および１７～２３のいずれか１項に記載の物
品。
（項目２５）
　前記物品は、ガスタービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、高さＡｐを有
する突起を備え、それらの中心は、距離λｐで分割され、０．００００１ｍｍ＜Ａｐおよ
びλｐ≧０．００００２ｍｍである、項目１～８および１７～２４のいずれか１項に記載
の物品。
（項目２６）
　前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよび周期λｃを有する正弦波プロファイルを含
み、Ａｃ／ｈ＞０．０１およびλｃ／Ａｃ≧２であり、ここで、ｈは、前記表面上への滴
衝突時のラメラ厚である、項目１～８のいずれか１項に記載の物品。
（項目２７）
　前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよび周期λｃを有する正弦波プロファイルで構
成され、１００＞Ａｃ／ｈ＞０．０１および５００≧λｃ／Ａｃ≧２であり、ここで、ｈ
は、前記表面上への滴衝突時のラメラ厚である、項目１～８のいずれか１項に記載の物品
。
（項目２８）
前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよび周期λｃを有する正弦波プロファイルで構成
され、５０＞Ａｃ／ｈ＞０．１および５００≧λｃ／Ａｃ≧２であり、ここで、ｈは、前
記表面上への滴衝突時のラメラ厚である、項目１～８のいずれか１項に記載の物品。
（項目２９）
　前記物品は、防雨用製品であり、前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよび周期λｃ

を有する正弦波プロファイルを含み、０．０００１ｍｍ＜Ａｃおよびλｃ≧０．０００２
ｍｍである、項目１～８および２６～２８のいずれか１項に記載の物品。
（項目３０）
　前記物品は、風力タービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよ
び周期λｃを有する正弦波プロファイルで構成され、０．０００１ｍｍ＜Ａｃおよびλｃ

≧０．０００２ｍｍである、項目１～８および２６～２９のいずれか１項に記載の物品。
（項目３１）
　前記物品は、蒸気タービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよ
び周期λｃを有する正弦波プロファイルで構成され、０．００００１ｍｍ＜Ａｃおよびλ

ｃ≧０．００００２ｍｍである、項目１～８および２６～３０のいずれか１項に記載の物
品。
（項目３２）
　前記物品は、外装用航空機部品であり、前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよび周
期λｃを有する正弦波プロファイルで構成され、０．００００１ｍｍ＜Ａｃおよびλｃ≧
０．００００２ｍｍである、項目１～８および２６～３１のいずれか１項に記載の物品。
（項目３３）
　前記物品は、ガスタービンブレードであり、前記マクロスケール特徴は、振幅Ａｃおよ
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び周期λｃを有する正弦波プロファイルで構成され、０．００００１ｍｍ＜Ａｃおよびλ

ｃ≧０．００００２ｍｍである、項目１～８および２６～３２のいずれか１項に記載の物
品。
（項目３４）
　前記表面は、アルカンを含む、先行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目３５）
　前記表面は、フルオロポリマーを含む、先行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目３６）
　前記表面は、テフロン（登録商標）、トリクロロ（１Ｈ，１Ｈ，２Ｈ，２Ｈ－パーフル
オロオクチル）シラン（ＴＣＳ）、オクタデシルトリクロロシラン（ＯＴＳ）、ヘプタデ
カフルオロ－１，１，２，２－テトラヒドロデシルトリクロロシラン、フルオロＰＯＳＳ
、セラミック材料、ポリマー材料、フッ素化材料、金属間化合物、および複合材料から成
る群から選択される、少なくとも１つの部材を含む、先行する項目のいずれか１項に記載
の物品。
（項目３７）
　前記表面は、ポリマー材料を含み、前記ポリマー材料は、ポリテトラフルオロエチレン
、フルオロアクリレート、フルオロエウラタン（ｆｌｕｏｒｏｅｕｒａｔｈａｎｅ）、フ
ルオロシリコーン、フルオロシラン、改質カーボネート、クロロシラン、およびシリコー
ンのうちの少なくとも１つを含む、先行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目３８）
　前記表面は、セラミック材料を含み、前記セラミック材料は、炭化チタン、窒化チタン
、窒化クロム、窒化ホウ素、炭化クロム、炭化モリブデン、炭窒化チタン、無電解ニッケ
ル、窒化ジルコニウム、フッ素化二酸化ケイ素、二酸化チタン、酸化タンタル、窒化タン
タル、ダイヤモンド状炭素、およびフッ素化ダイヤモンド状炭素のうちの少なくとも１つ
を含む、先行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目３９）
　前記表面は、金属間化合物を含み、前記金属間化合物は、ニッケルアルミナイドおよび
チタンアルミナイドのうちの少なくとも１つを含む、先行する項目のいずれか１項に記載
の物品。
（項目４０）
　前記物品は、コンデンサである、先行する項目のいずれか１項に記載の物品。
（項目４１）
　前記物品は、放射性物質を貯蔵するための滴遮蔽物である、先行する項目のいずれか１
項に記載の物品。
（項目４２）
　前記物品は、セルフクリーニング太陽電池パネルである、先行する項目のいずれか１項
に記載の物品。
（項目４３）
　少なくとも約９０°の動的接触角を有する非湿潤性表面を備える噴霧化器であって、前
記表面は、前記表面上への滴の衝突によって生成される液体膜の中に、制御された非対称
性を誘発するように構成される、マクロスケール特徴でパターン化され、それによって、
前記表面の前記滴の分裂を促進する、噴霧化器。
（項目４４）
　前記非湿潤性表面は、超疎金属性である、の項目４３に記載の噴霧化器。
（項目４５）
　前記滴は、溶融金属を含む、項目４３に記載の噴霧化器。
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